
被扶養者の要件を欠くことになる事由
１．６０歳未満の場合

・恒常的収入が年額１３０万円（月額１０８，３３４円）以上ある。
・配偶者を除く１９歳以上２３歳未満（１２月３１日時点）で、恒常的収入が年額
１５０万円（月額１２５，０００円）以上ある。
・障害を事由とする年金を受給しており、そのほかの恒常的収入と併せて年額
１８０万円（月額１５万円）以上ある。

２．６０歳以上の場合
・年金を受給していないが、その他の恒常的収入が年額
１８０万円（月額１５万円）以上ある。
・年金を受給しており、その他の恒常的収入が年額
１８０万円（月額１５万円）以上ある。

３．同居を認定条件とする者が別居したとき
４．就職して社会保険の適用がある場合や、結婚・離婚・離縁・死亡等の事由に該当したとき
５．加入者より優先して扶養すべき人が被用者保険の適用を受けたときや、収入が加入者を上回ったとき
６．日本国内に住所を有さなくなったとき（国内居住要件の例外に該当する場合を除きます）


